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山口県北部地方では、 1 三7月下旬に台風9号が来襲した。その時の降雨量は最大24時

間雨量が300--600mllh4日閉め諜積雨量が500-900mmと路大であり、そのため同地方で

は、多岐にわたる被惑が発生した。なか<::も、斜溜被害は甚大であり、著者らが調査した

も崩壊数は202件にのぼったのこのうち49件(約24%)は、以前に対策;工を施し

したものである。本文では、これら対策工を施した切土斜閣の崩

ら
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2. 台風望号時の障関特性

台風9号は 1997年7月20日に

した後、 26日に徳島県阿階市付近に上臨し、 27日には

島被県沖に抜けて勢力を弱めたものの、停滞して山臨地

方一帯に多量の降雨をもたらした。

関一1は台風 9号時の降雨特性を示すが、(畠)図が滋

1時間雨量、 (b)閣が最大 24時間雨量、および (ι)

図が 4日間 (7/26-29)の累積雨量の等閣議線 3)を示し

ている。これらのうち、山口県北部における最大 24時

間雨量 300--600mm は、年平均降水量量約 1900mm の1!3~1!4

に、また 4日聞の紫積商量 400-900mmはその 1/2-1/3

に相当するものである。また、最大 24時間雨盤はトー

マスプロット法による臼確主将雨量と比較すると 200年確

率を趨えるものである九

関-2(11)、(0)には、それぞれ調査地域のうち特に

被審の顕著であった、むつみ村・福栄村役場で観測され

た降雨量生の径臼裂を化を示す。両国に示すように、台風 9

も、 6月下旬の台風呂

りまとまった降雨が観測されている。

としての降闘を考える際には、

強度がとりあげられることがあるが、台風9時時には、

ともかなり大きいものであったといえる。

であり、崩壊斜箇は 1つの地質に錨ることなく分布して

いる。崩壊斜閣の多くは、その規模が小さい平岡すべり

これら崩壊斜面の対策工の内訳は、 39件のものは切

た際の法留保護礎工、 9件は斜面崩壊など災審に

対する復旧工、競りの 1件は防災点検時に変状を確認しJ

て保簸工として施工したものである。これらのうち、施

工時期が判明したのは 40件であり、 1980年代が 22件

と最も多く、次いで 1970年代が 13件、 1990年代 5件

となっている。

これらの対策工を擁鐙とその上方部の綴生工、法枠工、

コンク 1)ート吹き付け工、ブロック強り工、植生工、

石防止さくおよび落石防止ネットに区分して、

そを施工した件数を棒グラフで示したのが闇-4である。

なお、国中の総数 63件は、複数の対策工を施した斜閣

があるために延べ数となっている。この図より、擁壁と

その上方部に植生工を施工した斜面の崩壊件数は、 27

件で最も多いことが分かる。これらの斜蘭での崩壊は、
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関一 1(c) <1日間 (7/26--悶)の累繍雨嬢の等雨癒鶴(山
J 

台風自得災著書記銀器 1)より転載)
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関-2(b)楢栄村綾場における際関麓

。
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対策工を・擁した切土斜面の豪雨時崩壊

擁壁上方遊11の植生工の音s分で発生しており、擁壁の効果

が全くない部分が崩壊していることが特記される。また、

9件の落石防止さくは、そのすべてが擁畿の天端に施し

たものであり、このうち 4件のものは崩士、により破損し

た。このような崩壊の型は、著者らが行った山口県内の

自班紀花樹岩類の分布域における斜簡の調査でもの3で

も確認している。

崩壊斜面は圏一4の対策工および崩壊の特徴によって

以下のように分類することができる。

CD 擁壁上方部の植生工の部分が崩壊した斜面

窃 法枠工など法商を被覆する対策工が破損した斜面

@ 植生工のみが旅された斜面

@ 落石間止対策コ二を施した斜面

φ その他の特殊な斜面

次節ではこの分類にしたがい、それぞれについて代表

的な崩壊とその対策工の事例を挙げて説明する。

年屯

... 
6 

圏一1(3.) 最大 1時間雨盤的等繭艦繰(山口県土木建築部、台鳳 9脅災饗記錦龍1)より転載)
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関-1 (b) 最大 24時間関量の等繭鑑線(山口県土木鶴築部、台風 9碍災饗記錦意志1)より転載)
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斜薗崩壊の発生地探
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関-4 崩漉斜醸の対策工の穂甑とその件数
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対策工を施したlJJ土斜i討の豪雨時崩壊

(2) 糊 F

斜断崩壊は主主聖地方選沿いの 1割 5分勾配の切土斜面

とともに、そ

。
〉
れ

a
d

としては、コンケlJ'-トj獲1設と金網式落

した?を、場所打去粋工法r協した

した斜im

、ュτ
c 

7五戸
」同

一針。

にブロック譲り工が見られる。ブロック張り

工との境界付近のものがそれより右側のものより商く施

工されており、こ

〆iu 
1 

写真一4 糊 Fの斜酪対策
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写真一5 辻山 Eの斜面崩壊

写真一6 辻山 Eの斜面対策

写真一7 平蕨Aの斜面崩犠 写真一8 平蕨 Aの斜面対策
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対策工を施した切土斜面の豪雨時崩壊

4.3 植生工のみが施された斜薗

(1 )野田 B(むつみ村)

斜面崩壊は辻山 E と同じ村道沿いの 1割勾配の切土

斜面で発生した。斜面には植生工が施されていたが、そ

の施工年度も辻山Eと問じく 1984年である.

崩壊後の斜面表面には、つるつるした黒色の薄厨土が

みられ、これをすべり面として崩壊が発生した(写真一

9)。崩壊規模は長さ 9.8m、幅 16.8mおよび厚さ1.0mで

あった。また、崩壊後の斜面にはプレキャスト法枠工を

施した(写真一10)。

4.4 落石防止対策工を施した斜面

(1)惣良台(川上村)

斜面崩壊は県道沿いの岩殺の露頭が広範翻に見られる

斜面で発生した(写真一11)。崩壊の形態は節理薗に沿

った岩崩落であり、その規模は長さ 19.9m、幅 10.4mで

あった。この斜面にはコンクリート擁壁とその上部の斜

面表面の落石防止金網を施していた。しかし、岩崩落に

よる落石の一部は、その金網を突き破り県道まで落下し

た。崩壊後の対策工には吹き付け法枠工と金網式落石防

止さくを施した(写真一12)。

写真一9 野田 Bの斜面崩犠

写真一11 惣良台の斜箇崩壊

4.5 その他の特殊な寧例

(1)前仁保谷(福栄村)

本地点の斜面は大井川沿いの急峻な渓谷を開削したも

のである.勝嬢は谷側の斜衝で発生しており、その対策

工として採用したプロック積み擁壁は壊滅的に破損した

(写真一13)。崩壊規模は長さ 47.0m、幅 26.5m できわ

めて大きい。ブロック穣み擁壁は、道路の幅員確保のた

めに斜面中腹の一部にのみ施したものである。

崩壊後の対策工には、ジオテキスタイル補強土工を用

いている(写真一14)。

(2)宇生賀(阿武町〉

斜面崩壊は町道沿いの勾配 1割の切土斜面で発生した

(写真一15)。町道は 1981年に設けられた広域農道が町

道として移管されたものであり、当初は斜面下部のブロ

ック積み擁壁のみが施された。その後、吹き付け法枠工

を斜面上部に施した。崩壊規模は長さ 33.0m、幅 28.8m

であり、対策工が最も大規模に破損した崩壊であっPた。

崩壊後の対策工は、崩壊前と同じ吹き付け法枠工とブロ

ック積み擁壁である(写真一16)。

写真一10 野間 Bの斜面対策

写真一12 惣良台の斜面対策
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山本・鈴木。松本:

前仁保谷の斜関i鰯繍

{山口擬萩土木建築事務所による) 口 る)

事

5留 まとめ

って明らかになっ まとめる

になる“

されたものである。

大汚iJできることがわかったね

ブロック張り工、

1997， 
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